










リハビリ・個別機能訓練、栄養管理、口腔管理に係る実施計画書



口腔とは？
口腔とは大きく口を開けた時に見える口の中をいう。

『腔」は、うつろ・中空という意味で「からっぽ、がらんどう」を表わす

＊口腔 
＊鼻腔 
＊胸腔 
＊腹腔



・入り口は上下の唇からなっている。 

・さらに舌、口腔底（舌と歯ぐきの間）、上下の歯肉（歯ぐき）、頬粘膜（頬の内側）、硬口蓋
（口の天井）に分けることができる。  

・硬口蓋の後方は軟口蓋、口蓋垂に連続している。 

・歯以外の口腔は重層扁平上皮からなる粘膜で覆われ、粘膜の下には唾液腺（小唾液腺）がある 

・上下の顎（あご）にはそれぞれ成人では14～16本の永久歯が、 小児では10本の乳歯が生えてい
る。 

・口腔には耳下腺、顎下腺、舌下腺（大唾液腺）の管が開いており、そこから唾液が出て粘膜を
潤している 

口腔の解剖について



上口唇

下口唇

歯肉

歯肉

上歯列

下歯列

頬粘膜

硬口蓋

舌

口腔底

口腔の解剖について



口腔の解剖について

口腔

舌

口腔底

上口唇

下口唇

口腔前庭

口腔前庭



・入り口は上下の唇からなっている。 

・さらに舌、口腔底（舌と歯ぐきの間）、上下の歯肉（歯ぐき）、頬粘膜（頬の内側）、硬口蓋
（口の天井）に分けることができる。  

・硬口蓋の後方は軟口蓋、口蓋垂に連続している。 

・歯以外の口腔は重層扁平上皮からなる粘膜で覆われ、粘膜の下には唾液腺（小唾液腺）がある 

・上下の顎（あご）にはそれぞれ成人では14～16本の永久歯が、 小児では10本の乳歯が生えてい
る。 

・口腔には耳下腺、顎下腺、舌下腺（大唾液腺）の管が開いており、そこから唾液が出て粘膜を
潤している 

口腔の解剖について



口腔の解剖について（口蓋の解剖）

硬口蓋

軟口蓋

口蓋垂



硬口蓋・軟口蓋はどこにあるのか？

①

②

③

④



口蓋の解剖について

軟口蓋

口蓋垂
口蓋帆

硬口蓋

軟口蓋



上口唇

硬口蓋

軟口蓋

口蓋垂

舌

舌下ヒダ

舌下小丘

口蓋舌弓

口蓋咽頭弓

口蓋扁桃

口峡

下口唇

口蓋弓の解剖について



・入り口は上下の唇からなっている。 

・さらに舌、口腔底（舌と歯ぐきの間）、上下の歯肉（歯ぐき）、頬粘膜（頬の内側）、硬口蓋
（口の天井）に分けることができる。  

・硬口蓋の後方は軟口蓋、口蓋垂に連続している。 

・歯以外の口腔は重層扁平上皮からなる粘膜で覆われ、粘膜の下には唾液腺（小唾液腺）がある 

・上下の顎（あご）にはそれぞれ成人では14～16本の永久歯が、 小児では10本の乳歯が生えてい
る。 

・口腔には耳下腺、顎下腺、舌下腺（大唾液腺）の管が開いており、そこから唾液が出て粘膜を
潤している 

口腔の解剖について



上口唇

硬口蓋

軟口蓋

口蓋垂

舌

舌下ヒダ

舌下小丘

口蓋舌弓

口蓋咽頭弓

口蓋扁桃

口峡

下口唇

歯肉

歯肉

上歯列

下歯列

頬粘膜

口腔底

口腔の解剖について（まとめ）



・入り口は上下の唇からなっている。 

・さらに舌、口腔底（舌と歯ぐきの間）、上下の歯肉（歯ぐき）、頬粘膜（頬の内側）、硬口蓋
（口の天井）に分けることができる。  

・硬口蓋の後方は軟口蓋、口蓋垂に連続している。 

・歯以外の口腔は重層扁平上皮からなる粘膜で覆われ、粘膜の下には唾液腺（小唾液腺）がある 

・上下の顎（あご）にはそれぞれ成人では14～16本の永久歯が、 小児では10本の乳歯が生えてい
る。 

・口腔には耳下腺、顎下腺、舌下腺（大唾液腺）の管が開いており、そこから唾液が出て粘膜を
潤している 

口腔の解剖について



上皮組織の形態による分類



口腔粘膜とは？

咀嚼粘膜 
　・部位：歯肉・硬口蓋 
　・角化重層上皮、骨と直接結合している

被覆（裏装）粘膜 
　・部位：口腔・頬・舌下面・ 
　　　　　口底・軟口蓋・歯槽粘膜 
　・非角化重層上皮

特殊粘膜 
　・部位：舌背 
　・舌背にある糸状・茸状・有郭乳頭からなる 
　・味蕾が局在し、感覚受容機能を有する

口の内側にある粘膜で、口腔上皮と呼ばれる重層扁平上皮と粘膜固有層と 
呼ばれる結合組織から構成される

口腔上皮

結合組織

唾液腺（小唾液腺）があり 



・入り口は上下の唇からなっている。 

・さらに舌、口腔底（舌と歯ぐきの間）、上下の歯肉（歯ぐき）、頬粘膜（頬の内側）、硬口蓋
（口の天井）に分けることができる。  

・硬口蓋の後方は軟口蓋、口蓋垂に連続している。 

・歯以外の口腔は重層扁平上皮からなる粘膜で覆われ、粘膜の下には唾液腺（小唾液腺）がある 

・上下の顎（あご）にはそれぞれ成人では14～16本の永久歯が、 小児では10本の乳歯が生えてい
る。 

・口腔には耳下腺、顎下腺、舌下腺（大唾液腺）の管が開いており、そこから唾液が出て粘膜を
潤している 

口腔の解剖について



歯の構造ついて
＊歯（tooth）は、口腔内にある 
　　　咀嚼するための一番目の器官。

＊ヒトの口腔内にある全歯を歯列という。 
　上顎側に並ぶ歯を上顎歯列弓、 
　下顎側に並ぶ歯を下顎歯列弓という

＊人間の永久歯は大きく切歯、犬歯、小臼歯、 
　　　　大臼歯の4歯種に分けることができる

中切歯
側切歯

犬歯

小臼歯

大臼歯

上顎歯列弓

下顎歯列弓



歯の構造ついて

中切歯
側切歯
犬歯

小臼歯
大臼歯



歯の構造について

＊歯の有無によって 
→歯根膜・歯槽骨 
　　への感覚入力の違い

咀嚼筋などの筋活動も 
大きく関与する！



・入り口は上下の唇からなっている。 

・さらに舌、口腔底（舌と歯ぐきの間）、上下の歯肉（歯ぐき）、頬粘膜（頬の内側）、硬口蓋
（口の天井）に分けることができる。  

・硬口蓋の後方は軟口蓋、口蓋垂に連続している。 

・歯以外の口腔は重層扁平上皮からなる粘膜で覆われ、粘膜の下には唾液腺（小唾液腺）がある 

・上下の顎（あご）にはそれぞれ成人では14～16本の永久歯が、 小児では10本の乳歯が生えてい
る。 

・口腔には耳下腺、顎下腺、舌下腺（大唾液腺）の管が開いており、そこから唾液が出て粘膜を
潤している 

口腔の解剖について



耳下腺：口腔前庭 
顎下腺・舌下腺 
　→舌下小丘（口腔底）

耳下腺、顎下腺、舌下腺の解剖について



口腔の解剖について（まとめ）



口腔の働きには 
  
　　　　 

　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　いずれも日常生活に不可欠な働きをする

口腔の役割とは？

①
②
③
④
⑤



口腔の働きには 
  
　　　　 

　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　いずれも日常生活に不可欠な働きをする

口腔の役割とは？

c

c

c

食物を摂取する（摂食：せっしょく）

噛み砕く（咀嚼：そしゃく）

味わう（感覚）
飲み込む（嚥下：えんげ）

喋る（発音・構音）



感覚

唾液

嚥下

咀嚼

口腔機能

構音

口腔の役割について



口腔衛生 
評価

咬合力 
評価

嚥下 
評価

舌・口唇運動 
評価

舌評価 
舌圧

感覚評価

口腔の役割・評価について



口腔衛生評価 咬合力評価

嚥下評価

舌・口唇運動評価

舌評価（舌圧）感覚評価

①廷舌 
②挙上 
③定位 
④舌圧
触診・筋力・舌圧計

発話明瞭度 
構音評価 
舌運動評価

嚥下反射評価 
①挙上範囲 
②スピード 
③タイミング

表情筋評価 
口輪筋・頬筋

体性感覚（触圧覚・痛覚・温度覚）・味覚 
舌：位置覚・運動覚

口腔の役割・評価について（まとめ）

口腔内乾燥・口臭 
汚れ（口蓋・歯・義歯） 
舌苔・痰の有無 
口腔内残渣

歯の本数 
歯の問題（う蝕・破折・咬合性） 
義歯の問題（適合性・破損・痛み） 
歯肉の状態(炎症など)

ムセ 
湿性嗄声


